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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】夜間勤務による精神的なストレスや睡眠不足は、正常な生物学的日内周期を乱す。これまで
の報告で、夜間勤務は内皮機能障害を引き起こし、心血管疾患のリスクを上昇させることが
知られている。一方、冠血流予備能（coronary flow reserve; CFR）は、冠動脈狭窄のない
状態では、冠微小循環の状態を反映すると考えられる。本研究では、経胸壁心エコー図検査
を用いて非侵襲的に CFRを評価することにより、夜間勤務が冠微小循環に与える影響を検討
した。 
 
【対象】心疾患の既往がない女性看護師 36例。 
 
【方法】夜間勤務後の午前 9時に経胸壁心エコー図検査を施行した。安静時と最大冠拡張時の左前下
行枝の流速を測定し、その平均拡張期血流の比として CFRを算出した。冠拡張にはアデノシ
ン三リン酸(140μg/Kg/min、2 分間)を用いた。通常勤務翌日の午前９時に心エコー図検査
を再度行い、夜間勤務後の結果と比較した。 
 
【結果】36例中、1例で脂質異常症、8例で喫煙、1例は脂質異常症と喫煙のリスクを有していた。
平均の夜間勤務歴は 7.6±6.1年であり、その頻度は 5.4±1.9回/月であった。全体 36例に
おいて、CFR は夜間勤務後で有意に低下していた（夜間勤務；3.8±0.6 vs 通常勤務；4.1
±0.6、p<0.001）。脂質異常症もしくは喫煙を有する 10例ではリスクのない例に比して CFR
低下の程度が大きかったが、症例数が少ないために統計的有意差にいたらなかった
（-0.480.38vs -0.230.47, p=0.1)。CFRの低下の程度は Framingham リスクスコアと相関
したが（r=0.35、p=0.036）、その他の臨床背景因子や血液検査所見とは相関がなかった。 
 
【結論】女性看護師において、夜間勤務が冠微小循環を悪化させることが判明した。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
夜間勤務による精神的なストレスや睡眠不足は、正常な生物学的日内周期を乱す。これまでの報告
で、夜間勤務は内皮機能障害を引き起こし、心血管疾患のリスクを上昇させることが知られている。
一方、冠血流予備能(coronary flow reserve; CFR)は、冠動脈狭窄のない状態では、冠微小循環の状
態を反映すると考えられる。そこで今回、我々は経胸壁心エコー図検査を用いて非侵襲的に CFRを評
価することにより、夜間勤務が冠微小循環に与える影響を検討した。対象は心疾患の既往がない女性
看護師 36例である。方法は夜間勤務後の午前 9時に経胸壁心エコー図検査を施行した。安静時と最
大冠拡張時の左前下行枝の流速を測定し、その平均拡張期血流の比として CFRを算出した。冠拡張に
はアデノシン三リン酸(140μg/Kg/min、2 分間)を用いた。通常勤務翌日の午前 9 時に心エコー図検
査を再度行い、夜間勤務後の結果と比較した。36例中、1例で脂質異常症、8例で喫煙、1例は脂質
異常症と喫煙のリスクを有していた。平均の夜間勤務歴は 7.6±6.1年であり、その頻度は 5.4±1.9
回/月であった。全体 36例において、CFRは夜間勤務後で有意に低下していた(通常勤務;4.1±0.6 vs 
夜間勤務; 3.8±0.6, p<0.001)。脂質異常症もしくは喫煙を有する 10例ではリスクのない例に比し
て CFR 低下の程度が大きかったが、症例数が少ないために統計的有意差にいたらなかった(－0.48±
0.38 vs－0.23±0.47, P=0.1)。CFR の低下の程度は Framingham リスクスコアと相関したが
(r=0.35,p=0.036)、その他の臨床背景因子や血液検査所見とは相関がなかった。以上より女性看護師
において、夜間勤務が冠微小循環を悪化させることが判明した。 
以上の研究は、夜間勤務が心血管疾患発症に与える機序解明に大きく貢献するものであり、 
本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。 
